
※オンスタックルデザインのＷＥＢサイト好評開設中！
サゴシ実釣の動画や釣果情報など、ワインドサゴシならお任せ下さい！

ワインドdeサゴシ！

メインライン：ＰＥ　１５０ｍ

リーダー：フロロカーボン　１ｍ

バイトリーダー：フロロカーボン
１０～１２号　２０ｃｍ

ワインドではルアーとラインの
接続に頑丈なスナップを
使うことをオススメします！
（図のようなクロスロックタイプは
かなり強いです）
また、歯によるラインへのダメージを
軽減する上で、大きめのものを使うのも
効果があります。

マナティー

ＺＺヘッド

ロッド

リール

ライン

フック

１/２～５/８ｏｚ ３/４～１ｏｚ

７５サイズ ９０サイズ １０５サイズ

ジャストエース・ショアワインダー

８３２Ｍ・８７２Ｍ
ジャストエース・ショアワインダー

８７２ＭＨ・９６２ＭＨ

シマノ：２５００～Ｃ３０００
ダイワ：２５００～３０００

シマノ：４０００Ｈ～５０００Ｈ
ダイワ：３５００Ｈ～４０００Ｈ

ＰＥライン：０．８～１号
ショックリーダー：５号前後
バイトリーダー：１０～１２号

ＰＥライン：１～１．５号
ショックリーダー：６号前後
バイトリーダー：１０～１２号

＃３～＃２ ＃２～＃１ ＃１～＃１/０

ＯＺオススメタックルセレクト （私たちが実際に使っている
タックルの一例です）
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（※印はＤ．Ｔ．Ｃ．オリジナルカラーです）

カラーセレクト一覧表 （私たちのカラーの使い分けの一例です。参考にどうぞ！）

ＨＰアドレス：http://www.oz-tackle. jp/

○アクションチェック！
セッティングが完成したら、ちゃんと動くか最終チェック！方法は簡単。ちょい投げして、着水したら高速巻き！
それで真っ直ぐ帰ってくるならＯＫ！シャクッても左右均等にジグザグ動くはず。
で、どちらかに逸れていくようなら自分から見て右に逸れていくならマナティーを前から見て右回しに、
左ならその逆にちょっとだけ捻ってまたチェック。これできちんと動くように調整しましょう。
そう、あのアクションはテクよりもセッティングにキモがあるのです！

③お腹にトレブルフックを
ちょこんと刺して固定。
これで完成！

②これにマナティーを
真っ直ぐ刺して…

①ＺＺヘッドに
フックを取り付け…

○ルアーセッティング
手順は下の図の通り。この時のキモは「全てを真っ直ぐセッティングする」。これに尽きます。
また、アタってもすっぽ抜けやバラしが多い時には、フックサイズをあげてやると効果抜群です！

○シャクり方
基本はハイピッチ（１秒に２回ぐらいのペース）でシャクるのですが、このシャクり方にキモあり！
ルアーを「ギュン」と引っ張る（ジャークする）のではなく、瞬間的に「パン！」と叩くようにシャクる
（つまりミノーとかでやるトゥイッチのハードバージョン＝エギシャクり）のです。
また、シャクるピッチやシャクり幅によって釣果の差が出やすいのもサゴシの特徴。
一つのシャクりパターンに固執することなく、色々なパターンを探るのが非常に大切です！
なので、よく釣れている人が近くにいる場合、その人のシャクりを真似してしまうのもいいですよ！

○ルアー
サイズは９０を主力とし、魚の寄りが甘いと感じる時には
より集魚力の強い１０５サイズ、９０でカラーを替えたり
フックサイズを替えたりしてもミスバイトばかり
という時には７５サイズがハマる事が多いです。

○ライン
リールに巻くメインラインはＰＥが必須！
また、フロロカーボンの１０～１２号を２０ｃｍ程度
取りつける事でラインの噛まれ切れがかなり減ります。
でもバイトリーダーが傷つくたびに交換するのは
面倒という方は、ＰＥに直接太いリーダーを
取りつけてしまうのもアリです。この場合、あまり長いと
無用なトラブルが起きる可能性が高いので、
ロッド内に巻き込まなくても投げられるだけの長さ
（７０ｃｍ前後）に抑えるのが重要です。

○フック
トリプルフックは各社から様々なものが出ていますが、
ワインドでは針先が真っすぐな形状であるものがオススメ！
また、あまり軸が太いと刺さりが悪くなるので
やや細めのものが適しています。

がまかつ：トレブル１２０、１３、ＲＢ・Ｍ　　オーナー：ＳＴ－３６、４６、４７ＴＧ
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ＨＰでは動画による説明もあります。また、携帯で動画を見たいという方は
右のＱＲコードを読み取っていただくと
「オンスの動画・携帯版」へとアクセスできます。どうぞご覧ください！


